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薬剤師確保対策の推進について

⚫ 令和３年６月に公表された「薬剤師の養成及び資質向上等に関する検討会とりまとめ」において、薬剤師の従事先には地域偏在や業態偏在があり、特に病
院薬剤師の確保が喫緊の課題であることが指摘。

⚫ 令和４年度開催の「第８次医療計画等に関する検討会」において、薬剤師の確保に関する議論がなされ、都道府県の医療計画作成の手引きである「医療
計画作成指針」に、地域の実情に応じた薬剤師の確保策の実施等が新たに記載。

⚫ 令和５年６月、厚生労働省は、都道府県が薬剤師確保策を検討するに際しての参考として、「薬剤師確保計画ガイドライン」を作成。また、全国的に統一
的な尺度を用いて各地域の薬剤師の偏在状況を相対的に示す指標として「薬剤師偏在指標」を算定・公表。

１ 薬剤師確保にかかる国の動き

⚫ 国が定めた薬剤師偏在指標によると、東京都全体は全国一位の薬剤師多数都道府県となっているが、以下の二次保健医療圏では薬剤師少数区域と
なっている。

病院薬剤師の少数区域：区東北部圏域、南多摩圏域、西多摩圏域、島しょ圏域
 薬局薬剤師の少数区域：島しょ圏域

２ 都内薬剤師の偏在状況及び課題

３ 都の対応

（１）保健医療計画への位置づけ
令和６年３月改定の保健医療計画に薬剤師確保策の実施を記載し、薬剤師の偏在解消に向けた取組を推進
【取組】
・ 病院薬剤師の魅力を発信する就職相談セミナーを開催するなど、関係団体等と連携し、中小病院・療養型施設や薬剤師少数区域に所在する病院に
おける薬剤師確保を支援
・ 島しょ圏域における薬剤師の確保に向け、島しょ圏域の町村及び関係団体と連携して採用活動の支援に取り組む。

⚫ 薬剤師の従事先には業態及び地域の偏在があり、一部地域では、病院薬剤師が不足しており、特に中小病院・療養型施設にその傾向がみられることから、
病院薬剤師の確保の取組みに対する支援が必要

⚫ 島しょ圏域は、病院薬剤師・薬局薬剤師ともに少数区域となっており、地域のニーズ（長期勤務できる人材、島しょの医療事情への理解等）に応じた薬剤
師確保の取組みに対する支援が必要

［参考］区東北部圏域 荒川区、足立区、葛飾区
南多摩圏域 八王子市、町田市、日野市、多摩市、稲城市
西多摩圏域 青梅市、福生市、羽村市、あきる野市、瑞穂町、日の出町、檜原村、 奥多摩町
島しょ圏域 大島町、利島村、新島村、神津島村、三宅村、御蔵島村、八丈町、 青ヶ島村、小笠原村



３ 都の対応（続き）

（３） 島しょ圏域における薬剤師の確保への取組
本年度、島しょ圏域の医療機関・薬局の施設を紹介するチラシ（裏面に採用情報掲

載）を作成配布し、採用活動の支援を実施。

掲載施設：４施設（病院１施設、診療所１施設、薬局２施設）

配布開始：令和６年１０月

配布方法：東京都薬剤師会、東京都病院薬剤師会、都内保健所等と連携して配布

 各種イベント等で配布

 都ホームページ、Xへの掲載により周知

（２） 病院薬剤師確保の取組
中小病院・療養型施設や、薬剤師少数区域に所在する病院における薬剤師確保

を支援するため、東京都病院薬剤師会と連携した病院薬剤師の魅力を発信する就職
相談セミナーを開催

日時 令和７年２月１日（土曜日） 正午から午後４時００分まで

場所 千代田区平河町二丁目７番４号 砂防会館別館
シェーンバッハ・サボー利根大会議室

内容
① 講演・パネルディスカッション
・現場で働く病院薬剤師を講師に招き、病棟における薬剤師の役割や求められる将
来像について講演
・病棟で働く先輩薬剤師が登壇し、病院勤務の実際や魅力、プライベートとの両立な
ど、将来の病院薬剤師に向けたアドバイスを実施

② 出展病院による就職相談
都内病院がブースを出展し、就職相談を実施

対象者 薬学生又は薬剤師の方



●令和６年６月の診療報酬改定により、一定の要件を満たす病院を対象とした「薬剤業務向上加算」が新設

●都道府県と連携し、薬剤師不足地域にある病院へ薬剤師を出向させ、地域医療を習得させる体制を有すること等が要件

●これまで、都内医療機関への出向に関する相談は９件あり、うち３件（３人）が出向中

４ 薬剤業務向上加算（診療報酬）について

令和６年度診療報酬改定の概要 個別改定事項（２） （令和６年３月５日版）厚生労働省保険局医療課
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